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　森町には縄文時代のストーンサークルがある鷲ノ木遺跡のほかに、国指定史跡がもう一つあります。
砂原に所在する「東蝦夷地南部藩陣屋跡砂原陣屋跡」です。当時の海外情勢と海防の状況を示す重要な
遺跡として室蘭市の「モロラン陣屋跡」と長万部町の「ヲシャマンベ陣屋跡」とともに「東蝦夷地南部
藩陣屋跡」として国の史跡に指定されています。
　江戸時代の終わりころは、欧米諸国がそれぞれの版図拡大を狙っていた時期でもあり、船団を率いて
世界各地に進出していました。当時の幕府は限られた国とのみ貿易を行っていましたが、アメリカのペ
リー提督による「黒船来航」に代表されるような、開国を求める強い圧力もあったことから、欧米諸国
の接近を強く警戒していました。
　そのような情勢の中で、北海道にはロシア船の接近が頻発し
ていたため、幕府は警戒を強め、東北諸藩に警備を命じます。　　
　東蝦夷地の一部を管轄した南部藩は、内浦湾を室蘭・砂原・
長万部の三つの陣屋で警備する体制をとりました。室蘭と砂原
で挟撃し、長万部はその援護を行う体制だったようです。安政
３年（1856年）に砂原陣屋が築かれてから兵士が30人ほど常に
駐屯していましたが、慶応３年（1868年）には戊辰戦争の対応
のために撤収しており、箱館戦争が始まるころには人がいなか
ったと言われています。
　現在は建物もなく高さ２ｍほどの土塁を残すのみですが、森町教育委員会で実施した発掘調査により、
土塁の周囲をめぐる堀の跡や当時の人々が使っていた磁器が出土しています。　
　出土品は森町遺跡発掘調査事務所で展示しており、現地も自由に見学できますので、欧米諸国との関
係に揺れ動いていた時代の息吹を感じてみてください。
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文化財のひろば･シリーズ183

内浦湾の防衛拠点

図書館からのお知らせ

◆今月の夜間図書館　７月９日(水)・23日(水)
   (第2・第４水曜日／19時まで）

◆移動図書配本日　７月10日(木)
◆問い合わせ先／森町図書館 ☎②５５１５

本の検索・開館日の情報はこちら▶▶https://www.lib-fi nder.net/morimati.library/
◆新規受入となった雑誌

　　　　　　　　　　　　

◆こわいおはなし会スペシャル◆
おはなし会に参加してシールを集めよう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月13日(日) 10時00分～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 11時00分～

毎年人気行事となっており、ご予約の方優先となります。(窓口・電話にて予約受付)

『日経トレンディ』
(日経BP）

『男の隠れ家』
(三栄）

『レタスクラブ』
(KADOKAWALifeDesign）

『小説現代』
(講談社）

絵本の読み手：もりのそらさん、図書館職員

　　　　　　　　　　　　

◆こわいおはなし会スペシャル◆
たくさん絵本

を読むほか、

　　 工作も
行います！

陣屋跡と内浦湾


